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佐久間象山の思想 と国防論
笠 井 和 広
一 .は じめ に
佐久間象山は文化8年(1811)2月28日 、信濃国松代城下に生まれ
た。父は ト伝流の剣術の達人で一学 といい、象 山はその家督 を18歳 で相続
し、学業優秀で23歳 の とき江戸へ遊学を している。 この期は天保年 間とよ
ばれている時期で、 日本の封建制度が揺 らぐときであ り、 日本の近代化への
転換期 ともいえる。それは幕末、西洋諸国やロシアなどが 日本に開港を迫 る
にあた り、 ヨー ロッパ資本主義の荒波が押 し寄せてきた ときで、とりわけ日
本だけではなく極東 において も同様である。そのころ象 山の君主の真 田幸貫
は海防掛老中となり、象山は君主より海外事情の研究を命 じられたのである。
これ によ り象山は海外へ 目を向け蘭学に関心を高めることとな り、この期の
日本の激動を感 じた先駆者 の一人である。
蘭学を学ぶ以前の象 山は朱子学が唯一の 「正学」 と信 じてお り、陽明学者
佐藤一斎に入門 しているのであるが、一斎の講義には出席 しなかったのは有
名である。 このよ うに朱子学を 「正学」 と信 じる象 μ」が、西洋諸国の接近 と
ともに西洋事情について関心を高め、蘭学 と対外関係 にも強い関心をよせ古
い思想か ら新 しい思想 を唱 え、視野を世界に向けて拡大することを強調 し、
西洋の学術 を導入 して国力の増強を主張 している。 さらに重要なことは、朱
子学の側にたちなが ら自ら西洋学術を学び とり理解 し得ていることである。
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そ して、その ころの洋学の中心である蘭学 を幕末の武士階級 に浸透 させたこ
とは象 山の力が大きかったのである。事実、幕末や維新に活躍 した人に勝海
舟や吉 田松陰 らがいるが、このよ うな人々には象 山の弟子が多 く、象山はそ
の時代の武士階級 に思想的、学問的影響を大きく与えたのである♂)
この象山の朱子学の とらえかたは特異で、朱子学を駆って西洋学術の 自然
科学にお もむかせた ところに特徴があり、西洋学術を学ぶ ことは朱子学 と相
容れ ざるものではない としているのである。そ して、幕末の国際状況や対外
関係 を察 しながら、幕末 日本の国内海防の重要性を唱え、西洋学術を受容 し
象 山独 自の砲術を確立 してい くのである。
.二.朱子 学 の理 解
象山が 自己の課題 としたのは、いかに して対外的危機 を克服するかとい う
問題 であった。象山がこの対外的危機 と本格的な取 り組みをみせるのはアヘ
ン戦争による清の敗北以後である。 それまでの象 山は西洋の政治に関心への
理解 を示 しているのであるが、西洋 とは国体 ・政体を異にす る日本が西洋の
真似 をす る必要はない としている。そ して、象山は日本の封建制度 と中国の
封建制度を同一視 していることによ り儒学に深い関心を示 し、なかでも 「正
学」 と信 じる朱子学を再興することが実践的関心の主要な内容 となっていた
のである。2)
元来、朱子学は中国で思想 的に体系化 され 、 自然 ・社会 ・人間が同一の
「理」によって貫かれ てお り、それ ら三者 を道徳性の優位 のもとに連続的に
とらえよ うとする合理主義の体系である。それは大きく分けて、第一に存在
論にい う 「理気」説、第二に倫理学、あるいは人間学にい う 「性即理」の説、
第三 に方法論 にい う 「居敬 ・究理」の説 、第 四には古典注釈学および著述、
第五 に科挙に対す る意見や社倉法、勧農文に分け られている。3>この朱子学
は、 「格物窮理」 とい う客観的で知的な学問研 究 と道徳の酒養 とい う主観的
方法である 「存心持敬」を併用す ることによって 「天地万物」の根本的な原
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理である 「理」を体得すれば、誰で もが道徳の完成者 である聖人になれるこ
とができるとするのである。4)
その朱子学者 である象山の学問態度は 「学 を為す要は格物窮理 に在 り。
(中略)今 の人は、試みこれ と物理を言へば輯 ち曰く、我、方に人倫 日用を
窮むるこれ暇あ らず、而 るに何ぞ物 を窮むるに暇あ らんや と。嵯、宣に人倫
日用にして物理に外 なるものあ らんや。余未物理 に昧 して人倫 日用に者を見
ざるな り。」(郡康節先生文集序5))と主知的 ・概念的で、物理の法則性 を追
及す るとい う意味における 「格物窮理」が学問の基本 として重視 され、「格
物窮理」が道徳的実践の前提条件 としているのである。それに象山によれば、
朱子学は 「凡天下のものに即て基論を窮めて智識 の量 る尽 くす と申す。」(川
路聖護宛)と し、朱子 と同じく 「天地万物の理」を窮めることを目的として
い る。一方、王陽明は陽明学について自己の心中に固有する良知を発揮する
ことを 目的 として、6)象Wは「夫にては外馳せ る之幣有之候間、吾心は即ち
理にて、天下之万物尽 く我に備わ り候 えば、吾心の理 をだに窮め候 えば、夫
にて事済 と甲候事に成候。」(川路聖護宛)と いっている。すなわち象 山は
「格物窮理」の対象が陽明学の 「在我の万物」ではな く、朱子学にい う 「天
地万物の理」であるとしてい る。 さらに象山の 「理」は朱子学における五常
の 「仁義礼智信」を内容 とす る実体的な道徳規範ではなく、自然科学的な実
験 によって検証 されものや経験的現実から帰納 される個別の経験法則に近い
もの と理解 され る。道徳性 と物理性、規範性 と法則性 が連続 している朱子学
の 「理」を象山は後者の物理性 ・法則性に焦点をお き、 「格物窮理」が 「仁
義礼智信」 とい う道徳1生の究明ではなく客観的な事物の法則的認識のための
方法概念であったのである。7)このよ うに象 山の 「窮理」の対象は主 として
自然科学に向けられ、 「理」の普遍性に対する確信 によって 「宇宙に実利は
二つな し。 この理のあるところは天地 もこれ に異なることは能はず、鬼神 も
これ に異なることは能はず、百世の聖人もこれ に異なることは能はず」(小
林柄文に贈る)と 象 山自身の世界像の拡大 とともに、その 「理」の内容を豊
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かにしている。 このことか ら 「五世界に渉 り、そのあ らゆる学芸 ・物理 を窮
める」(時政に関す る幕府宛上書稿)こ とが 「朱子学の本意」であ り、西洋
学術を兼ねて学ばなまければならないとしたのである。 よって世界中の学術 ・
物理 を窮めることが近世 日本社会の正統思想である朱子学によって正統化 さ
れ、伝統思想によって正当な位置 を賦与 され ることとなったのである。む し
ろ西洋学術 を学ぶ ことは 「朱子学の本意」 に沿 うことなのである。 そ して、
兵学について も 「談兵 も講学家の一端 にて、本 より儒術 中のことに御座候。
連 も入 りて相 とな り、出て将 となるの規模無之候にては、正学も畢寛無用 に
属 し申候。」(加藤氷谷宛)と 、象山は時務 と論 じ、兵法 を講 じることも 「正
学」 と矛盾 しない ことを明 らかに したのである。
この結果、象山は学問の広大 さが宇宙間の心理を説 くもの とし、中国と西
洋を区別な く、わが国に取 り入れることを主張 し、西洋学術 も朱子学 と矛盾
するものでない結論に達 しているのである。
三.蘭 学 か ら砲 術 へ の関 心
象山が蘭学研究にの起点 となったのはアヘ ン戦争による清の敗北であった。
それは単に清がイギ リスに対 して軍事力が劣っていただけではな く、「西洋
学術 を精研 し、国力を強盛に し、頻 を得候て、周公 ・孔子の国までも是が学
に打掠められ候事、抑何の故 と被思召候や。畢寛彼の学ぶ ところは其要を得、
其学ぶ所は其要 を得ず、高遠空疎の談に溺れ、訓話、考証の宋 に流れ候 て、
其間一、二有用の学に志 し候 ものあ りといえども、一対万物の窮理其実を失
ひ候。」(ハルマ出版 に関する藩主宛上書)と 西洋学術が清を上回っていたこ
とに原因をあげているのである。わが国においても同様で 「兵法に申所の彼
を私利己を知るの義を勉 め度事に奉存候。」(ノ〉レマ出版に関す る藩主宛上書)
と、西洋の知力 ・学力により国内の充実 を図 らなければな らないとしている
のである。
象山の西洋学術に対する関心 と評価は、単に国防に直接役立つ成果の面だ
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けではなく基礎や方法の面まで向けられていたのである。 こ うした態度の根
底 となっていたのは、道徳性よ りも物理性に力点をおいてとらえ 「格物窮理」
の観念 を媒介 として、近代西洋の 自然科学を理解 し摂取 しようとしたのであ
る。8)
このような思想をもつ象 山は、は じめ江川太郎左衛 門より砲術 を学ぶので
あるが、本格的に砲術 を研究するよ うになったのは、蘭学者、坪井信道 より
原書のオランダ砲術書 を贈 られたときか らである。その砲術書は従来の砲術
伝書 とは比較にならないほ ど進歩 したものであったことにより、原書によっ
て蘭学を研究することの必要性を痛感す るのである。それか らオ ランダの百
科全書 「ショメール」を参照 し、ガラスの製造 ・養豚の実験 ・ブ ドウ酒の醸
造 ・薬用人参 ・馬鈴薯の栽培な どを試み、「いずれ も皆異国の書 に出総て実
験の慌なる手 口にて候 、た とえば箇様に致 し候へば、水精の如き美事の ビー
ドロに出来候、箇様 に致 し候へば、葡萄酒出来候。箇様に致 し候へば養豚に
破れなし杯 申事、一々密に手に取る如 く有之候。」(塚田源吾に贈 る)と オラ
ンダの原書の とうりに実験 して成功 しているのである。 これ らの製品は 日本
では出来ないものであったが、蘭学者の原書を用いれば造 られるものであっ
たのである。 しかもビー ドロにおいては、 「大店のビ..__ドロ屋へ遣わ し此様
の品は しき由申させて候所いずれ も此は渡 りにこの表の品にては無之 と申候。」
(藤田甚右衛門に贈 る)と 舶来品 と同様で、その出来栄 えの見事 さをいって
いる。 これ らの実験の成果 よ り 「西洋人 とて も三面六曹 もこれなく矢張 り同
じ人にて、本邦人な りとて片端者にはかれなく候へば、よく其書を読み考を
とき候 はば、必ず同 じ様に出来候 うはん と存 じ取 り掛 けり候所、果た して何
の苦 も候はず出来申候。」(藤田甚右衛門に贈る)と 自信 をもち西洋学術の理
解 は飛躍的に高ま り、象山は次第 に西洋学術への確信 と傾倒を深め、洋式兵
法 ・砲術の研究に最 も熱心に従事 し、「ケチール」の兵書 ・「カルテ ン」の砲
術書を読み西洋砲術書の読解に沈溺 した時期であった。そ こで今まで 日本に
伝 え られている砲術 に不合理を見出だ し、 「原書を読み発明仕へば、江川殿
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心得 られ候位の義は、僅か高島某の伝へ候のみの略々の法にて、西洋軍争地
に掛 り候の百分の一にも足 り不 申候。」(山路源太夫に贈 る)と 誤 りが多いこ
とを指摘 している。 このよ うに 日本お よび西洋学術の長所、短所を理解す る
ために一人でも多くの 日本人に原書 をもって蘭学を学ぶ ことを広 く望んだの
である。 しか し、蘭学の原書を読む ことは容易ではなく、そのためにオラン
ダ語辞書の刊行を計画 し嘉永2年(1849)に 「ハルマ出版 に関する藩主
宛上書」を藩主に上書 している。
この弘化 ・嘉永期の軍事に関する蘭書を購入する主体は幕府であ り、翻訳
は天文方で行っていた。それは封建制矛盾の克服のため実学で儒学に奉仕す
る学問 として育成 され、蘭学の批判的精神 の警戒心か ら蘭書そのものが市中
に横行することを規制 していたのである。9)しか し、象山は西洋諸国の侵略
には、すべてのものが平等に全力で対処すべき問題 とし、西洋諸国を知 るた
めにも少数支配者が蘭学の独 占をすべきではないとし、一般の人々へ普及 さ
せ ることに努力 したのである。 さらに重要なことは、象 山の原書による西洋
学術の深い理解 とその実用性の確信は、単に旧来の砲術ない し砲術家の批判
にとどま らず、わが国の学問全体のあ り方や社会情勢への対処まで進んだこ
とである。1。)
それか らの象 山は 自分の砲術 を 「西洋真伝」 と称 し塾を開き、嘉永3年
(1850)に 木村軍太郎 ・武 田斐三郎 ・津 田真道 ・勝…海舟 ・坂本龍馬、翌
年には小林虎三郎 ・吉田松陰 らが入門している。多い ときは100人 を越え
る門弟がいて、奥平 ・大野藩 などの藩その ものが入門 しているのである♂1)
それは、ここにおける象山の砲術教授 についての留意点が、その砲術が原書
か ら直接得 られた もので高島や江川 の翻訳からの知p`と異な り正確であった
とい うだけではな く、象山が西洋学術の内面的理解者であったか らなのであ
る。
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四.砲 術
象 山は以前から西洋 自然科学の素晴 らしさを感 じ、世界的視野をもってい
たことを示す もの として、 「世界の形成、コロン ビユスが窮理の力を以て新
世界 を見出だ しコペルニキユスが地動の説を発明 し、ネ ウ トンが重力引力の
実理 を究知 し、三大発明 し以来、万般の学術皆其根底を得、柳かも虚誕の節
なく、悉皆著実に相成、是に由て欧羅巴、弥利堅諸州次第に面 目を改め、蒸
気船、マ グネチセ、テ レガフ等創製 し候て、実に造化の工を奪ひ候義にて、
可愕可怖模様 に相成 り甲候。」(染川星巌宛)と 賛嘆 しているところがある。
象 山のこの ような見識は、 日本が世界情勢の中におかれた立場 をふまえて、
アヘ ン戦争における清の敗北か ら実用性 として西洋砲術の優秀性 を観点にお
いて世界的視野にたち、西洋 自然科学のすば らしさを認識 したことか らで も
あったのである。その象 山が最初に江川太郎左衛門に入門 し砲術 を学ぶので
あるが、実用性の観点か ら西洋砲術 と日本砲術 を比較 し西洋砲術の優秀性を
指摘 し、原書により研究を続 けたのは前述の通 りである。 この原書研究の結
果、嘉永元年(1848)に は、オランダ人ヘ ウセルの原書により、3斤 野
ドイ ム
戦砲(カ ノンi2))1門・12栂手(ホ ーヰ ツスル13))2門・13栂手14)(モル チー
ルt5)13門を造 り試演 まで行 ってい るのであ る。 この ときの大砲 の 出来栄 え
は、嘉永2年(1849)5月28日 の 中俣 一平へ の書簡 に しめ され てい る試
演時 の命 中率の よさや 、嘉永3年(1850)の 大砲鋳…造場所 の視察 の とき、
ほ とん どの大砲 が西洋 にお いて使 用 されてい ない 旧式の もの を使用 してい る
ことを指摘 してい る ことか らも、 旧来の もの よ り素晴 らしい 出来栄 えを察 す
る ことができ るので ある。 これ らの大砲の 区別 であ るが、西洋で は、
一 .フ ェル ドゲ シュキ ュッ ト(行 軍野戦の銃)
二.ヘ レーゲ リングゲ シュ ッ ト(城 塗 を取 り囲む銃)
三.フ ェスチ ングゲシ ュッ ト(城 墜 の銃).(竹村 金吾に贈 る)
の3通 りとしてい るが、象Wは 、二 のへ一 ゲ リングゲ シュ ッ トと三 のフ ェス
チングゲ シュ ッ トガ使用す る場所 にお いて名称 が変わ るもの としてお り、二
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と三 を同 じもの とみ な し2通 りと してい る。 このそれ ぞれ の大砲 であ るが、
一の フェル ドゲシ ュキ ュ ッ トは 「口径 十六 ドイ ムのホーイ ッスル 、短 き十 ニ
ポ ン ドのカ ノン、 口径 九 ドイ ム五十 二、短 き三ポ ン ドのカ ノン、 口径 七 ドイ
ム」、二 のヘ レー ゲ リングゲ シュ ッ トと三の フェスチ ングゲシ ュキュ ッ トは
「二十 四 ポン ドの カ ノン、 口径 十五 ドイ ム十 七 、十八 ポ ン ドの カ ノン、 口径
十 三 ドイ ム、短 き十 ニポ ン ドのカ ノン、同 じく六ポ ン ドのカ ノン、五十ポ ン
ドのモル チール」(竹 村金 吾に贈 る)が 二 と三 が含 まれ る と してい る。 これ
らの大砲 の特徴 は一〇が行軍野戦 で使 用す るた め手軽 で便利 な もので あ る。 二
と三 にっ いて は一 よ り大 きいが大砲 とい うよ りも少 し小 さめの もの であ る。
それ は象 山がベ ウセル の説 を引用 し、小 さめの大砲 が有利 で あるこ とを説 い
てい るか らであ る。 このよ うに大砲 といえ小 さめに製造 されてお り、象 山は
大銃 とい う言葉 を使 用 してい る。
砲 台 につ いて も区別 を し、
一.ヘ ル ドアホイ ト(行 軍銃架)
二.ヘ レーゲ リン グアホイ ト(城 墾 を取 り囲む銃架)
三.フ ェスチ ングアホイ ト(守 城 銃架)
四.キ ュス トアホイ ト(海 浜の銃 架)
五.シ キ ップ アホイ ト(船 で使 う銃架).(竹村金 吾 に贈 る)
の5通 りとしてい る。 これ らの大砲 と砲 台 は、そのままの使 用法で使用す る
のではな く、象 山は 「ヘ スチ ングの為 に備 ふ る銃器 にて も其土地 の廣狭 山川
の形成 に随て、二十 ポ ン ドのカ ノン ロ径 十五 ドイ ム十 七、十八 ポン ドの、 口
径十三 ドイム七十 四を、備ふ る事 も有之、又十ニ ポン ドのカ ノン以下 を多 く
備 えて即十八 ポ ン ド以上 を用 ひ さる」(竹村金 吾 に贈 る)も あ る と して、使
用す る場所 の形成や 実践経験 に よって大砲 の種類 をかえて使 用す る として い
るので あ る。
大砲 の使用方法 につ いて は洋書 「ター フル 」 をみれ ば容易 に理解 で きる と
してい る。 しか し、 日本 の砲 術は洋書 で研 究す るこ とによって容易 に理解 で
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きる事で も象 山は、 「江川にてはけ しか らず、伝書な ど惜 しみ候て中々三年
五年 にては皆伝な ど致 し候はぬ様子にて中々私など大きなるれ うけんも御座
候。」(母に上る)と 日本では皆伝を与えず、秘伝 と称 してなかなか教授 しな
い 日本の秘密主義を批判 している。 この秘伝については 日本の特徴で、武芸
に関する奥義は修行態度、年数、知識、人物等 を兼ね備 えた弟子のみ伝授す
る秘密主義をとっているか らである。長年戦乱がなかった平和な 日本 にあっ
て武芸に関する究極の 目的は人間形成であ り、技術そのものの習得もさるこ
となが ら精神修行を重ん じているか らといえるのである。象 山も西洋 にない
日本精神文化の素晴 らしさは、「東洋の道徳 ・西洋の技術」 と唱えているこ
とか ら認識 してお り、前述の ごとく象 山独 自の朱子学思想によって 「西洋の
技術」に素晴 らしさも同時に学ぶべ きだ としてい るのである。16)
嘉永6年(1853)に は西洋砲術 に関す る原書研究によ り、わが国銃砲
史上特質すべき 「砲学図編'7)」を著 している。 この図編は大砲における弾丸、
信管、装薬などを図解 している。特に弾丸では大砲 の種類により形が変わ り、
外側の材質が鉄製であった り、柔 らかいもので造 られた弾丸や弾丸の形 を変
形 させたものを使用することな どを解いている。このように同 じ大砲でも違っ
た弾丸を使用 し、攻 める場所、戦術 によって も弾丸を替 るもの と認識す る。
使用法についても小銃 と大砲に分けることを著わ している。小銃については
向き方、歩 き方、玉の込め方、打ち方、戦法、進み方にまでおよんでいる。
大砲においては前述の3種 類の大砲の使い方や使用する場所にまでにいたる
まで しめ されてお り、象山のすべてにおいて進歩があったのである。
この期 よりの象山の時流を抜いた砲術、学問、見識は門弟の増 える結果 と
な り、藩 によっては象 山の大砲 ・砲台まで取 り付けるまでになるのである。
さらに、 これ らの門弟や藩は象 山の影響を受けて近代国家の形成を推進 して
い くのである。
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五.海 防論
天保期の国際情勢は西洋諸国がアジアへ資本を求め市場 を獲得 していく時
代である。特にイギ リスはイン ド会社を設立 し、イン ドアヘ ンの販路を確保
し、中国市場開拓の足場をつ くるためのアヘ ン戦争は、イギ リスの極東進出
政策のひ とつの具体的なものである。 このアヘ ン戦争において、清がイギ リ
スに破れるとい うことは当時の支配者層や象山に とって大きな衝撃であった。
このアヘ ン戦争の情報により 「無二年打払令」が撤回され 、「薪水給与令」
が出され幕府の政策が転換 している。特に朱子の思想 をもつ象 山は、儒学の
母国である清が破れたことに対 し 「時に清国、英吉利 との戦争の様子は、近
頃御伝候や。惜 に承候 とも甲かね候事に候へ ども、近来の風聞にては、実に
容易成 らぬことに被存候。事勢拠 り候ては、唐虞以来礼楽之区、欧羅把洲の
腺稼 に変 じ申されま じきとも申_;F_子に聞こえ、扱々嘆は しき義に有之候。
(中略)何 れ にも界 には本邦の患 とも可相成事 と被存候。 よ しや、彼 よ り我
を犯 し候心なく候 とも、法にも 『その来 らざるをまず、其待あるものをたの
む』 とも申し候 らえば、国本 を固くし、海岸防禦の事備具候様、本邦に生を
受候 うものは、願わ しき事に有之候。」(加藤氷谷宛)と アヘ ン戦争に対する
動静 を示 し、対外危機に関 して国家存立の基礎 として海岸の防備を備 えるよ
うにいっているのである。
また、このアヘン戦争での清の敗 因は 「すべて本邦之火術は、皆時世に至
り候て開け、彼方之火術は、尽 く乱世に機功を尽 くして組み立て候 うもの故
との相去 る事数等の優劣を免がれず。」(加藤氷谷宛)と 工夫をこらした優れ
た砲術の実用性 が決定ずけた ことを指摘 しているのである。そ こで象 山は
「海防に関する八策」を天保13年11月 に藩主に上書 している。
一.諸 国海岸要害の ところに厳重に砲台を築き平常大砲 を備 え置き緩急の
用に応ずべ き事。
二.和 蘭貿易の銅を暫 く差 し止め右の銅にて西洋性に倣ひ数百千門の大砲
を鋳立、諸分配有之度候事。
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三.西 洋之制の倣ひ堅固の大船 を作 り、江戸御廻米に難破船無之様仕度候
事。
四.海 運御取締 りの義、御人選を以て被 口仰付、異国人 と通称は勿論、海
上方端之好猜巌敷御糾有御座候事。
五.洋 制に倣ひ戦艦 を造 り、専ら水軍の駆引きを習わせ 申度事。
六.辺 鄙の浦々里々に至 り候迄、学校を興 し教科を盛に仕、愚夫愚婦迄 も、
忠孝節儀 を弁へ候様仕度候事。
七.御 賞罰弥明以御威思益々顕れ民心'{固結仕度候事。
八.貢 士之法起 し候度候事。(海防に関する藩主宛上書)
この 「海防に関する八策」は、主に西洋に習って大船や戦艦 を造ることや
海軍編成 を中心 とす る防衛力強化に主眼が置かれている。 この上書は象山の
対外思想 をみる うえで重要であ り、象 山の思想か らも 「海防に関す る八策」
が上書 された と考えられるのである。その上書の理由として 「ま して此の説
のイギ リスに於いては、そのx昌獄兇桿、虐 を隔海の諸国に逞 しく仕候事、此
度唐 山と戦争に及び公候にて も、相分候事に候へば、能々彼我の勢を審に し、
格別に遠大の御心備無御座候ては、叶はせ られ間敷御義 と奉存候。」(海防に
関す る藩主宛上書)と アヘ ン戦争の勃発 に対 して強い関心を示 しているとこ
ろからである。 また、オランダ人が長崎に入港す るたびにオ ランダ風説書 と
して報告 している海外事情 より 「イギ リス人の此度唐 山と戦争方付次第、本
邦に交易 を願ひ、万一交易御免無之節は、千年漂流人戻 しの為海岸荷乗 り寄
せ候船へ、理不尽 に鉄砲を被打掛候。(中略)唐 山の騒乱方月次第、長崎、
薩摩、江戸三ヶ所へ兵艦差 し向け候様。」(海防に関する藩主宛上書)と 資本
市場 を日本に求め、これを拒否 した ときは、モ リソン号事件のことで、 日本
の主要都市に戦艦を派遣す るイギ リス人の野心を指摘 している。そ して、象
山は 「抑彼国は唯利 にのみ走 り候習俗に有之候へば、仮令本邦に深き雌怨有
之 とも、本邦 を乱防仕為のみに熊々兵艦 を しらひ、(中略)其 儘兵を構 え本
邦を悩ま し、遂に要 して交易を始め、本邦の利を網 し候べき科見に可有之候。
佐久間象山の思想と国防論101
元来道徳仁義 を弁 しぬ夷秋 の事にて、唯 りのみかいしこく候へば、0且 兵乱
を構候方、終始己の利潤に相成 り可甲と見込候はS、 柳か我に怨みな くとも、
如可様の暴虐 をも可仕候へば、此方にては其怨のなき所を侍みには出来かね
候義奉存候。」(海防に関する藩主宛上書)と 利益のみを考え、脅 しをかけ強
要 して交易を始め、 日本 を植民地化 しようとするイギリスの対 日政策 をみて
いるのである。,
このよ うなイギリスに対 し象山は 「容易に交易を御免座候 うと申し候ては、
春秋伝に所謂城下之同様にて公儀之御恥辱此上あ らずべか らず。」(海防に関
する藩主宛上書)と 対処すべ きであるとし、容易なイギ リス との平和開国交
易は屈辱 としているのである。そ して、象山はイギ リス との貿易の利益に対
し 「イギ リス との交易相開け候はば天下有用の品を以て益々外国無用の品と
取換候次第にて、天下の御大計に有御座真敷奉存候。」(海防に関す る藩主宛
上書)と 貿易の経済的利益は否定 され、国の富が少な くなると鎖国体 を公定
す るよ うであるが、一方で当時のわが国と西洋諸国の軍備、兵力を比較 して
みては単なる鎖国懐夷論は成立 しないことは明瞭であ り、 「一概に御拒否御
座候はば、必争乱に及ぶべき候。争乱に及び候連までも、我に勝算だに多 く
候へば、深 く灌れ候には足 らず候 らへ ども、当形勢を以思量仕候 に、此儘に
ては我の勝算至るれ乏 しく候様奉 し存候 問、 この筋如何様 にも被尽口御国力
候て、御武備 を厳重に被建。」(海防に関する藩主宛上書)と 日本がイギ リス
相手に戦っても勝算はなく、多大な損害がでるとし、まず武器、防備 を充実
しなければな らない としているのである。そのイギ リスに対する具体策は先
の 「海防に関す る八策」を重要視 し、さらに 「御急務 と申すは西洋に従い数
多 く之火器を御造立て候 と、同じく戦艦 を御仕立、水を習わせ候。」(海防に
関する藩主宛上書)と 大砲、戦艦を造ることを急務 としているのである。
当時、幕府 は大船建造 を禁 じてお り大船を造ることができなかった。又、
技術的にも容易ではなかった。だが、象山は、このような情勢を天下の安否
と考 え規定を破 ることは、 「如何にもすまされ ま じき御義理 に可有御座候へ
102国際経営論集No.282004
ども、天下のためな らば天下のために改めさせ ら彼に、何 の御慨御座 候。」
(海防に関す る藩主宛上書)と 天下のためらなば天下のために立てた法 を改
めることは許 され ることとしているのである。いつの時代にも法は守 るべき
ものであるが、非常の際には非常の法を用いて、時代遅れの法は改め天下の
ため西洋製戦艦の造艦や防備強化を行い、イギリスの侵略に備えなければな
らない とす るところに象山の卓見がある。そ して、象山の具体策 として 「海
防の要は砲 と艦にあ りて、砲は最 も首に居れ り。」(省けん録)と 砲艦 を重視
し、「阿蘭陀より水軍の法に鍛練仕候 もの測量に長 じ大艦を扱い候 もの等二
十人、船大工十人、大小の鉄砲を造 り候職人、井に陸戦の陳法習い候者各五
人宛 も被ロ升呼候て、御旗本衆御家人の内水軍十隊」(海防に関する藩主宛
上書)と 兵学熟練者や大船、鉄砲職人をオランダより雇い入れ,旗 本、御家
人 による軍隊の編成 をす ることを指摘 している。 この ように象Wが 水軍にこ
だわる理由は、イギ リス所領の喜望峰におけるイギ リス軍備の充実の例をあ
げ、他国船は喜望峰を通過するのに許可を必要 とし、許可がない場合イギ リ
スはその船に対 して攻撃を加えることをあげている。 日本においてもこの喜
望峰の例 を模範 とし、海岸に近寄る異国船は砲撃を加 え、たやす く上陸 させ
ないた めに 「天下七 ヶ所大湊 に(石 ン巻 ・江 戸 ・鳥羽 ・大坂 ・下の関 ・長崎 ・
新潟)御 船役所 を被建」(海防に関する藩主宛上書)と 国内要所 の防備 を充
実 させ ることをあげている。大砲 については、 「ホーヰツスル(筒 の 目方百
二十貫 目余)千 門、モルチウル(筒 の 目方五十貫 目余)千 門を被鋳立申候。
(中略)又 大小の石被数十間を被造立甲候。」(海防に関す る藩主宛上書)と 、
近年中に西洋製 を模倣 し製造すべ きとしているのである。 ここにあげた陸上
防備 ・砲兵や人材登用に関す るものまでが 「海防に関す る藩主宛上書」に述
べ られ、これは 「海 防に関す る八策」になかったことである。それから十年
後には蛮社の獄で投獄 され、そこで書かれた 「省 けん録」の海防の内容は大
艦や要所防備 を増や し充実 させ、陸戦においてまで論 じ、それまでよりさら
に一歩進んで書かれているのである。
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このように象山の海防論は、西洋諸国 と交易通商による経済的利益が目的
ではなく、西洋諸国の有益な学問、軍事、人材を取 り入れ、国の防備 を充実
させ西洋諸国 と対等なる地位を確保す ることであった。国内外の情勢を察 し
て無謀なる開戦 を避 け造船、戦艦購入、有能なオランダ人招聰な どの具体的
方策を掲げ、国防の完備 を唱えた ところに象山独 自の国防論があるといえる
のである。
六.む す び
これまでの象 山の思想をみてみると、朱子学者である象山が自分 自身の思
想か ら西洋学術 と朱子学は矛盾す ることではないとし、世に存在する有益な
学問を学ぶ ことこそ朱子学の本意 と考える西洋学者であ り、砲術家で もあっ
た。そ して、その象 山が西洋 自然科学に全面的に傾倒するのはアヘ ン...i.争を
契機 として、西洋学術が東洋の ものより優れているいると認識 したか らであ
り、西洋のものだから取 り入れ よ うとしたわけではない。
自然科学の面では西洋がはるかに東洋を圧倒 してい ることは認めつつ も、
西洋人が東洋人 よ り優れてい るとは考えてはいない。 それは象山の有名 な
「東洋の道徳 ・西洋の芸術」の言葉でいい表わされているといって よい。又、
いっの時代においても西洋 は過去、未来においてまででも東洋 に.rるもので
はない とするものである。それは象山が西洋学術 を導入 しようとす ることで
知力や学力の面で西洋を圧倒 し、 さらに進んで 日本が政治面、軍事面でも西
洋諸国を圧倒できるようにす るのが 目的であったのである。象山は西洋学術
導入反対者や西洋学術の うわべだけ理解 している人々の態度では西洋には追
いっけない と考えた うえで、原書により直接 自分 自身で西洋のよさを学びと
り、基礎か ら出発 している点はまさに 日本的であるとい うべきである。
さらに象山の砲術教授においての留意点は、,西洋事情 と西洋学術の普及拡
大を自己の責務 とし、それ を西洋砲術 とい う当時の最大の需要に応えるかた
ちで深化 と拡大をはかったことにある。この西洋学術についての科学的認識
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は、多 くの門弟たちを通 じて深 く社会化 されていったのである。その意味で
は象 山は単なる西洋砲術家ではない。幕末の変革期において朱子学者 として
国家的危機 を感 じ、国防問題や国家的課題に取 り組み、 日本の近代化にまで
努力 したことは、当時の学者にはなかった姿である。象山の思想、学問は近
代国家形成 に活躍 した幕末の志士たちへ大 きな影響を与え、現代 の我々に対
して 日本 とは、又、近代化 とは何 かとい うことを再考 させ られることを痛感
す るのである。
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(3)井 上哲次郎 ・蟹 江義丸共編 「日本倫理 毫編」P1～61970
(4)麓保 孝 「宋元 明清近世儒学変遷i私論 」国書刊行会P12～14
1970
(5)信 濃教育委員 会 「象 山全集 」全5巻1935～1937以 下 引用 資
料 はすべ て 「象 山全集 」 か ら引用 した。
(6)岡 田武彦 「王陽明 と明末 の儒 学」明徳 出版社P46～48
1943
(7)金 子鷹之助 「佐 久 間象 山の人 と思想 」今 日の問題社P86～90
1943
(8)本 郷 隆盛 「近 代 日本 の思想 」有斐閣P114～116
1979
(9)沼 田次郎 「洋 学」吉川 弘文館P153～160
1989
(10)前掲 書(7)P73～96
(11)前掲 書(1)P85～90
(12)カノン砲 。長大 な砲身 の射角 四十五度 以下の低弾道遠 距離 射撃砲。
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(13)ホー ヰ ツ スル 。 曲射 砲 。 物 陰や 水 平 にある 目標 を打つた めに湾 曲 した
弾道 で上方 か ら弾丸 を落 下 させ る射撃砲。象 山は人砲 と訳す。
(14)ドイ ム。三分 二厘 八毛九 弗二 四八。
(15)モル チール。 臼砲。砲 身 の短 い大砲 で射角 が大 き く弾道 が弓な りに 曲
が る。象 山は天砲 といってい る。
(16)前掲 書(8)P96～98
(17)砲学 図編。 「象 山全集 」第2巻 にそのすべ てが書 かれ ている。
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